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平成 30 年３月７日 

各位 

会 社 名 株 式 会 社 エ ル テ ス 

代 表 者 名 代表取締役社長 菅原  貴弘 

 （コード番号：3967 東証マザーズ） 

問 合 せ 先 取締役管理部長 松林  篤樹 

        (TEL. 03-6550-9280) 

 

業績予想の修正並びに役員報酬減額に関するお知らせ 

 

平成 29 年８月 21 日付「連結決算への移行並びに連結決算開始に伴う連結業績予想に関するお知らせ」におい

て公表しました、平成 30 年２月期の連結業績予想値を以下のとおり修正いたします。なお、連結決算への移行に伴

い、個別業績予想については取り下げております。 

 

 

１．平成 30 年２月通期連結業績予想値の修正 （平成 29 年３月 1 日～平成 30 年２月 28 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 1,800 50 50 30 5.90 

今回修正予想（Ｂ） 1,606 50 50 30 5.90 

増減額（Ｂ）－（Ａ） △194 ― ― ―  

増減率（％） △10.7 ― ― ―  

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年２月期) 

― ― ― ― ― 

※平成 29 年２月期は、連結決算を行っておりませんので、前期実績は記載しておりません。 

 

２．業績予想の修正理由 

当社が属するインターネットビジネス業界は、引き続き成長を遂げております。中でも、利用機会が拡大してい

るソーシャルメディアにおける対応が企業評価に大きな影響を与えることから、これに起因するリスクに対する企業

の意識は益々高まっております。このような環境下、ソーシャルリスク事業の更なる拡販体制強化を図るため、営

業組織体制と各種社内制度の見直しをいたしました。その移行に際して、一時的な受注活動の遅れが生じ、売上

高につきましては、前回発表予想値を下回る見込みです。   

なお、当社は平成 30 年 2 月期より連結決算へ移行しておりますが、売上高前期比は、16.5％増（前期個別売

上高は 1,379 百万円）となる見込みです。 
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利益面につきましては、売上目標の未達による影響はあるものの、現時点では業績予想の変更はいたしません。

精査のうえ、修正する必要が生じた場合には速やかに開示いたします。 

 

※上記の予想は、本日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

３．役員報酬減額について 

今般の業績予想の修正という不本意な結果を真摯に受け止め、その経営責任を明確にするため、役員報酬の

減額を以下のとおり決定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

(1)  役員報酬減額の内容 

代表取締役社長  月額報酬の 20％を減額 

その他取締役    月額報酬の 10％を減額 （非常勤取締役を除く） 

(2)  減額対象期間 

平成 30 年３月から平成 31 年２月までの期間 

  

経営陣一同、今後の成長に向け全力を尽くす所存であります。今後とも株主の皆様をはじめとする関係各位のご

支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 
以 上 


